
 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 橋梁点検実績   詳細点検 ３６２橋  概略点検 ３６９橋 

● 補修設計実績   １径間：１５橋  ２径間：３橋  ３径間以上：１１橋 

● 耐震補強設計実績   ２０橋 

● 橋梁長寿命化修繕計画策定  ７市町村、６５０橋以上 

  

 

 

 

    ● 技術士 建設部門（鋼構造及びコンクリート）   ３名 

● ＲＣＣＭ 鋼構造及びコンクリート         ３名 

    ● コンクリート診断士                  ３名 

● 土木鋼構造診断士                  １名 

● 橋梁点検技術研修会終了者            ８名 

 

 

 

神通大橋詳細調査補修補強検討業務           発注者：富山市 

神通川に架かる7径間PCT桁橋+3径間鋼ﾗﾝｶﾞｰ橋(L=425.8m)の詳細調査補修・補強検討 

 

富山市道神通町安養坊線（第三次緊急輸送道路）上の神通川に架かる

神通大橋（上流側）の橋梁詳細調査、補修及び補強対策の検討業務。 

橋梁全体の詳細調査、損傷調査、中性化試験、塩化物イオン調査を行

いＡＳＲ判定、主要部材・下部工の復元解析及び上・下部工の補強対策

についての工法検討を行いました。   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

● 橋梁アセットマネジメント技術者 

● 橋梁アセットマネジメント実績 

 補強 

橋梁点検車による点検状況 

 

橋 梁 耐 震 補 強 設 計 橋 梁 耐 震 補 強 設 計 

工 事 名

株式会社　新日本コンサルタント

富山市

P8～P9 横桁損傷図（その３）図　　名

会 社 名

縮　　尺 図示 図面番号

平成 24 年 1 月作成年月
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事業者名
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①補剛材上面： 60x300=180cm2

①
②

④

⑤

②補強板上面： 80x220=176cm2
③ウエブ上面：300x550=1650cm2

④補剛材上面： 80x630=504cm2
⑤補剛材上面： 60x220=132cm2

⑦補剛材上面：110x360=396cm2

⑧ウエブ上面：200x730=1460cm2
⑨補剛材上面： 70x130= 91cm2

⑧

⑨

⑭

⑱
⑰

⑮

⑥

⑥下ﾌﾗﾝｼﾞ上面：110x300=330cm2

①

①上ﾌﾗﾝｼ゙ 下面：110x750=825cm2

②補剛材上面： 70x170=119cm2

③ウエブ上面： 50x120= 60cm2

⑤ウエブ上面： 50x220=110cm2

⑥ウエブ上面： 30x140= 42cm2

②
③

⑩

⑧下ﾌﾗﾝｼ゙ 下面：130x960=1248cm2

上ﾌﾗﾝｼ゙ 上面： 110x300=330cm2

補剛材上面： 60x170=102cm2

ウエブ上面：220x550=1210cm2

補強板上面： 70x200=140cm2

補剛材上面： 60x230=138cm2

⑧

④補剛材上面： 80x630=504cm2

P8～P9 横桁損傷図（その３）
中間横桁（Ｃ８）損傷図

S=1/20
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ｶﾞｾｯﾄ側面：430x450=1935cm2

番号 損傷箇所 幅(mm) 高・長さ(mm) 面積(cm2)

右岸側

中間横桁：Ｃ８

損傷面積総括表

番号 損傷箇所 幅(mm) 高・長さ(mm) 面積(cm2)

① 60 300 180

左岸側

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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⑩

⑫
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⑪
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④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

⑭

⑰

⑪

110 750 825上フランジ下面

合　計（板厚減少） 7891 cm2

合　計（板厚減少） 13872 cm2

補剛材上面

⑮

⑯

⑭

⑰

⑮

⑯
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⑮
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ｶ゙ ｾｯﾄ側面： 30x340=102cm2
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③

⑦

⑩

⑪
⑫

⑬
⑯ ⑲ ⑳
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⑦下ﾌﾗﾝｼﾞ上面：110x750=825cm2

⑨上ﾌﾗﾝｼ゙ 下面： 90x790= 711cm2

⑪ウエブ上面： 40x650=260cm2

⑫補剛材上面： 40x450=180cm2

⑭ウエブ上面： 90x420=378cm2

⑬下ﾌﾗﾝｼﾞ上面：110x650=715cm2

⑮補剛材上面： 75x810=608cm2

⑯補剛材上面： 90x120=108cm2

⑰下ﾌﾗﾝｼﾞ上面：110x880=968cm2

22

⑱補剛材上面： 60x140= 84cm2

⑲ウエブ上面：150x730=1095cm2

補剛材上面： 90x150=135cm2

⑳補剛材上面： 80x800=640cm2

補剛材上面： 80x 90= 72cm2

下ﾌﾗﾝｼ゙ 上面：110x800=880cm2

21

22

下ﾌﾗﾝｼﾞ上面：110x290=319cm2

補剛材上面： 75x620=465cm22 3

24

25

26

27

28

29

31 32

⑩下ﾌﾗﾝｼ゙ 上面：110x120=132cm2

⑫ウエブ上面： 90x1340=1206cm2

⑪ウエブ上面：170x600=1020cm2

⑬ウエブ上面：160x250=400cm2

⑭ウエブ上面：180x240=432cm2
⑮上ﾌﾗﾝｼﾞ下面：100x740=740cm2

⑯ウエブ上面： 80x340=272cm2
⑰補剛材上面： 80x620=496cm2

⑲補強板上面： 60x 70= 42cm2

⑳補剛材上面： 60x200=120cm2
下ﾌﾗﾝｼﾞ上面：110x400=440cm2

⑱補剛材上面： 60x 90= 54cm2

下ﾌﾗﾝｼﾞ下面：130x560=728cm2

21

22

⑩下ﾌﾗﾝｼ゙ 上面：110x790= 869cm2

⑨

30

21

⑲

⑳

⑱

70 170 119補剛材上面

50 120 60ウェブ上面

80 630 504補剛材上面

50 220 110ウェブ上面

30 140 42ウェブ上面

110 750 825下フランジ上面

130 960 1248下フランジ下面

90 790 711上フランジ下面

110 790 869下フランジ上面

40 650 260ウェブ上面

40 450 180補剛材上面

110 650 715下フランジ上面

90 420 378ウェブ上面

75 810 608補剛材上面

90 120 108補剛材上面

110 880 968下フランジ上面
60 140 84補剛材上面

150 730 1095ウェブ上面

80 800 640補剛材上面

90 150 135補剛材上面

80 90 72補剛材上面
110 800 880下フランジ上面
110 300 330上フランジ上面
60 170 102補剛材上面
220 550 1210ウェブ上面
70 200 140補強板上面
60 230 138補剛材上面
75 620 465補剛材上面

110 290 319下フランジ上面
30 340 102ガセット側面
430 450 1935ガセット側面

⑱

⑲

⑳

80 220 176補強板上面

300 550 1650ウェブ上面

80 630 504補剛材上面

60 220 132補剛材上面

110 300 330下フランジ上面

110 360 396補剛材上面

200 730 1460ウェブ上面

70 130 91補剛材上面

110 120 132下フランジ上面

170 600 1020ウェブ上面

90 1340 1206ウェブ上面

160 250 400ウェブ上面

180 240 432ウェブ上面

100 740 740上フランジ下面

80 340 272ウェブ上面

80 620 496補剛材上面

60 90 54補剛材上面

60 70 42補強板上面

60 200 120補剛材上面

110 400 440下フランジ上面

130 560 728下フランジ下面

右岸側

青：腐食による板厚減少箇所を示す。

赤：腐食による断面欠損箇所を示す。
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総　合　計（板厚減少） 21763 cm2

合　計（断面欠損） 3110 cm2

合　計（断面欠損）  2305 cm2

総　合　計（断面欠損）  5415 cm2

鋼桁損傷図-24

補修一般図

 1 .施工前には必 ず現地寸法を確認し、補修範囲及び数量調査を協議のうえ
   施工する
 2 .橋面施工時は 可能な限り供用可能な規制で実施する
 3 .断面修復工に おいて、厚さの表示のないものは 3 0 m m とし計上する
 4 .断面補修時に は防錆処理の後空隙を残さないよう充填する、
   なお、かぶり 不足箇所は厚塗りをする
 5 .ひびわれ注入 工は上下部共に有機系材料低圧注入工法とする
 6 .上部工は橋梁 点検車を用いて、下部工は枠組足場を用いて、数量調査及び
   施工を行う
 7 .グラウト再充 填工は全桁を対象とし、探査等により現地調査をし、
   対象範囲を協 議の後施工する

断面修復工

充填材                  
( ポリマーセメントモルタル )

防錆処理工

鉄筋

グラウト再充填工
グラウト再充填工
L = 6 6 3 . 0 4 m (１径間当たり L = 9 4 . 7 2 m )

施工手順

断面補修 ひび割れ低圧注入

ひび割れ注入工( 0. 2 < t ≦1. 0 )

（有機系材料低圧注 入）

ひび割れ

シール材

注入材

注入器具

加圧ゴム
脆弱部除去

神通町地区

右岸

畑中地区

左 岸

神通川
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側面図 S = 1 : 6 0 0

ひび割れ注入工
L = 6 . 9 0 m

断面補修工
V = 0 . 1 3 7 m 3

断 面補修工
V = 0 . 2 7 5 m 3

ひ び割れ注入工
L = 4 . 5 1 m

断面補 修工
V =1 . 1 6 0 m

3

ひび割 れ充填工
L =0 . 9 8 m

ひび割 れ注入工
L =1 . 9 4 m

断面補修工
V = 0 . 4 4 8 m

3

ひび割れ充填工
L = 0 . 1 2 m

ひび割れ注入工
L = 2 . 4 2 m

断面補修工
V = 0 . 6 9 7 m

3

ひび割れ充填工
L = 0 . 2 0 m

ひび割れ注入工
L = 9 . 0 7 m

断面補修工
V = 0 . 3 9 5 m 3

ひび割れ注入工
L = 6 . 6 8 m

ひび割れ注 入工
L = 1 . 7 6 m

断面補修工
V = 0 . 3 4 1 m 3

ひ び割れ注入工
L = 4 . 0 5 m

ひび割れ注入工
L = 1 4 . 5 0 m

断面補修工

V = 0 . 0 8 2 9 m
3

ひび割れ注入工
L = 1 3 . 0 3 m

ひび割れ充填工

L = 3 . 4 3 m

ひび割れ注入工
L = 1 3 . 4 4 m

断面補修工

V = 0 . 3 5 3 6 m
3

ひび割 れ 注入工
L = 0 .7 7 m

断面補修工

V = 0 . 0 2 9 5 m
3

ひび割れ注入工
L = 1 4 . 4 4 m

断面補修工

V= 0. 3 7 9 9 m
3

ひび割れ注入工
L = 2 3 . 1 5 m

ひ び割れ充填工

L = 0 . 9 0 m

ひび割 れ注入工
L = 4 0 . 7 5 m

断面補 修工

V =　 m
3

ひ び割れ充填工
L = 4 . 9 6 m

ひび割れ注入工
L = 4 9 . 3 5 m

断面補修工
V =　 m

3

ひび割れ注入工
L = 5 . 1 0 m

ひび割れ注入工
L = 1 . 8 6 m

断面補修工
V = 0 . 0 2 0 9

3

平面図 S = 1 : 1 0 0

グラウト注入口

グラウト加圧注入装置

真空ポンプ

排出口

分岐口 耐真空圧容器
P C構造物

シース管

P C 鋼線

グラウト未充填部

工 事 名

株式会社　新日本コンサルタント

富山市

補修一般図図　　名

会 社 名

縮　　尺 図示 図面番号

神通大橋詳細調査補修補強検討業務委託

平成 24 年 1 月作成年月
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事業者名

ひび割れ充填工(1. 0 < t )

（無機系充填）

プ ライマー塗布

無機系充填材

ひび割れ

1
0

1 0～1 5

ポリマーセメントモルタル

ひび割れ充填 工

プ ライマー塗布

表 面こて仕上げ

下地処理

硬化養生

仕上げ

U カット

カット面の清 掃

プライマー塗 布

無機系材料充 填

グ ラウト再充 填

未充填間減圧

グラウト加圧注 入

コンク リート前処理
(はつり、防錆 )

ポ リマーセメントモルタル
充填

座金取りつけ
(シーリング )

有機系材料注入
( シリンダー取付け )

仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

グラウ ト未充填区 間特定

P C構造物削孔

シ ース間内部 、
PC鋼 線観察確認

グ ラウトホー ス
真空ポンプ等接 続

排出口からのグラ ウト
流出確認

(真 空ポンプ 停止 )

真 空圧容器へ の
グラウト流出確 認

(閉鎖 )

加圧注入停止
(閉鎖 )

硬 化後充填確 認

ひび 割れ注入工
L = 5 . 1 1m

ひび 割れ充填工
L = 0 . 3 0m

断面 補修工
V = 　 m 3

断面補修工
V = 　 m 3

ひび割れ注入工
L = 6 . 7 5 m

断面補修工
V =　 m 3

ひび割れ注入工
L = 4 7 . 8 3 m

断面補修工
V = 0 . 0 1 2 5 m

3

断面補修工
V = 0 . 4 6 3 8 m

3
断面補修工
V = 0 . 1 1 9 9 m

3
断面補修工
V =   m
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神通大橋詳細調査補修補強検討業務委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§5.施工計画

§5-3

上部工補修一般図 鋼部材損傷図 

● 実績紹介 



落合橋外耐震補強設計委託業務      発注者：富山県富山土木センター 

井田川に架かる3径間単純曲弦ﾌﾟﾗｯﾄﾄﾗｽ橋(橋長L=160.0m）の耐震補強設計 

                     

富山市婦中町麦島～羽根地内の井田川に架かる落合橋の橋梁     

耐震設計委託。 

トラス橋の反力を復元解析し、各箇所毎の最適な落橋防止構造（橋台：

緩衝チェーン、橋脚：ＰＣケーブル）、横変位拘束構造及び段差防止構造

の詳細設計を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央自動車道 甲府管内橋梁補強設計 発注者：中日本高速道路 八王子支社 

甲府保全・サービスセンター管内橋梁について落橋防止構造物の詳細設計 

 

中日本高速道路管内の１２橋梁について、落橋防止システムの計画・

詳細設計。 

橋梁点検車を用いて橋梁詳細点検を行い、詳細調査結果より損傷

図及び補修設計を行いました。 

 

  

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

ＮｉＸの土木コンサルタント事業は、橋梁・トンネル・河川・上下水道・港湾・などのコンクリート構造物の損傷・劣化に対して、これま

での30 年間に蓄積したノウハウを生かし、調査・診断から補修･補強設計までを総合プロデュースした専門家集団です。アセットマネジメ

ント分野のプロフェッショナルとして適切な補修・補強技術を提案し、地域社会の発展に貢献していきます。 

 

耐震補強工法比較表 

 補強 

 補強 

橋梁点検車による点検状況 

落橋防止構造二次選定・・・橋軸方向　橋台部　

・チェーンにより、下弦材と下部工を連結し落橋を防ぐ構造である。 ・チェーンにより、縦桁と下部工を連結し落橋を防ぐ構造である。 ・縦桁より鋼製突起、下部工よりコンクリート突起を設置し落橋を防ぐ構造である。

　緩衝チェーン工 ８００型 x ２組（１橋台当り） 　緩衝チェーン工 ４１０型 x ４組（１橋台当り） 　桁側ブラケット補強工 W = 1.20 t（１橋台当り）

　橋台側ブラケット工 W = 0.60 t（１橋台当り） 　橋台側ブラケット工 W = 0.60 t（１橋台当り） 　橋台側ブラケット工 N = 2 箇所（１橋台当り）

　アンカー工 N = 2 箇所（１橋台当り） 　アンカー工 N = 4 箇所（１橋台当り） 　アンカー工 N = 2 箇所（１橋台当り）

　桁側ブラケット補強工 W = 1.70 t（１橋台当り） 　桁側ブラケット工 W = 0.80 t（１橋台当り）

・チェーンの数が少なく、地震時の水平力の下部工への伝達機構の信頼性が高い。 ・チェーンの定着構造が単純であり、縦桁への取付は比較的容易である。 ・上部工側と下部工側のそれぞれの施工となるため高度な精度を必要としない。

・下弦材に上部工の定着構造を設けるため、補強材が必要である。 ・縦桁の部分的なボルト連結による補強を要する。 ・縦桁本体の補強工事が大掛かりとなる。現場溶接のために鋼材の溶接性を確認する必要がる。

・構造規模が大きくなり、補強工やアンカー工等の施工性が劣る。 ・上フランジ補強のために床版を撤去する必要がある。

・補強材取付け時は、交通規制が必要がある。 ・ブラケット等の設置は容易である。 ・床版を撤去するため、長期に渡る交通規制が必要である。

・現場溶接の品質管理に十分留意する必要がある。

・施工性・経済性及び品質の確実性に劣る。
・既設部材の溶接性が懸念されるため、適用は避けるべきである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×

・施工性・経済性に最も優れる。
・縦桁にブラケットを設置するものであり、橋の主構造に与える影響は小さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

・端横桁での水平力支持形式は、横桁の補強のためさらに大改造を要する。

７,０００千円

1.661.00

第２案　緩衝チェーン（縦桁－橋台）連結形式 第３案　突起（縦桁－橋台）形式

・衝撃緩衝機能は、チェーンを弛緩させた状態でゴムを被覆（ショックレスチェーン）し、その部分で衝

４,２００千円

第１案　緩衝チェーン（主構造－橋台）連結形式

ＨF ＝ 525 kN

・衝撃は、コンクリート突起に設置された緩衝ゴムにより衝撃を和らげる。

ＨF ＝ 525 kN

落橋防止構造概要

４,８００千円

正　　面　　図

側　　面　　図

ＨF ＝ 1050 kN落防１カ所当たり水平力

概略数量

工事費比率

評   価

・経済性は第２案より劣る。
・主構造に補強材を取り付けるため、橋の主構造に与える影響が大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△

施工性

1.14

概算直接工事費(１橋台当たり)

特　徴

長　所

短　所

・定着位置が４か所となるため、作用力が分散され、施工規模を小さくできる(小アンカー)。

・衝撃緩衝機能は、チェーンを弛緩させた状態でゴムを被覆（ショックレスチェーン）し、その部分で衝

　撃力を和らげる。上記水平力レベルでは、ＰＣケーブル形式より経済的・構造的に有利となる。 　撃力を和らげる。上記水平力レベルでは、ＰＣケーブル形式より経済的・構造的に有利となる。

補強部材

縦桁

コンクリート突起

鋼製突起

3-12

落橋防止構造一次選定…橋軸方向　橋脚部

（１／２）

× ◎ ○ △

・対象橋梁の規模では②案より経済性で劣る。

総 合 判 定

・地震時のおける橋脚の挙動を考えると端支点 ・施工可能な型式であり落橋防止構造としての構造 ・施工可能な型式であり落橋防止構造としての構造 ・施工可能な型式であり落橋防止構造としての構造

　橋脚上に設置するのは不適である。 　性も問題ない。 　性も問題ない。 　性も問題ない。

・上部工ブラケットは、主桁腹板を挟んで表裏から

　材のみであり、またブラケットは工場製作のため 　を行う必要がある。 　を行う必要がある。 　同時取り付けとなるので、作業性が悪い。

・下部工への加工作業は不要である。

・下部工への加工作業は不要である。 　分注意する必要がある。 　分注意する必要がある。

施 工 性

・現場での加工はフランジ孔明けおよび下弦材補強 ・下部工側ブラケット設置の際アンカーボルト削孔 ・下部工側ブラケット設置の際アンカーボルト削孔

　現場工期はきわめて短い。 ・アンカー削孔時には既設鉄筋を切断しないよう十 ・アンカー削孔時には既設鉄筋を切断しないよう十

・上部工取付位置での偏心モーメンが多くくなり、

　構造的に不利となる。

・一般的に多くの橋梁に採用されてはいるものの

　い。主桁が逸脱する移動方向に対しては反対側 　置されているため、下部工の鉄筋配置確認作業 　置されているため、下部工の鉄筋配置確認作業 　トラス橋では取付けにおいて主構に与える影響

　(孔明け)が大きい。

　落橋防止構造となる。 ・上部工への孔明けおよび部材の取り付けは問題な ・上部工への孔明けおよび部材の取り付けは問題な問 題 点

・他橋脚方向への橋軸方向変位に対して機能できな ・下部工側ブラケット設置の際既設縁端拡幅が設 ・下部工側ブラケット設置の際既設縁端拡幅が設

　支点上の落橋防止構造にたよるため、間接的な 　が困難である。 　が困難である。

・橋軸直角方向の移動に対する追随機能が劣る 　い。 　い。

・アンカーボルト位置の設計変更への対応が容易と

　なる。

　用し衝撃力を和らげる。

・下弦材の補強が困難である。 ・アンカーボルト位置の設計変更への対応が容易と ・下部工ブラケットにユニバーサル型を採用するこ

　なる。 　とにより、地震時のあらゆる変位に対応が可能。
適 応 性

・橋軸方向落橋防止構造及び変位制限構造として ・チェーン構造であるため地震時に上部工と下部工 ・緩衝チェーンに比べ上、下部工の取付ブラケット ・衝撃緩衝機能としては、スプリングとゴム板を使

　設置が可能である。 　の相対変位が発生しても追随可能である。 　規模が大きく重量が増す。

・ＰＣケーブルにより、橋梁上部工と下部工を連結 ・ＰＣケーブルにより、隣接する主桁腹板を連結し

　を防ぐ構造である。 　橋を防ぐ構造である。 　し落橋を防ぐ構造である。 　落橋を防ぐ構造である。

概 略 図

工 法 概 要

・主構下弦材に取り付けた鋼製突起により落橋 ・チェーンにより、橋梁上部工と下部工を連結し落

落防システム 落橋防止構造（橋軸方向　橋脚部)比較表（その１）

タイプ ①　桁下ブラケット（鋼製突起） ②　チェーンによる上下部連結 ③　ＰＣケーブルによる上下部連結 ④　ＰＣケーブルによる連結(主桁)

△ ○ ○ ○

× ○ △ △

○ △ △ △
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〒930-0142 富山市吉作910 番地の1 TEL:076-436-2111 FAX:076-436-2260 http://www.shinnihon-cst.co.jp  

（担当） 社会基盤部門 保全技術・構造系グループ 勝俣 

損傷図、点検調書 


